
BIOVIEW 47号 基礎講座（第 35回） ～Microsoft Access編～ 

操作説明書 

 
この説明書では、記事に書ききれなかった操作の詳細を記載しています。この説明書に従って操作するこ

とで記事の内容が再現できるようになっています。データをダウンロードしていただき、実際に操作してい

ただけば、Accessの便利さが実感していただけるのではないかと思います。 

 
とにかく具体的な便利さを体感していただきたいと考え、いきなり実践的な内容になっています。 

流れをつかんでいただく為に、理論的な話や細かい呼称についての説明は省略させていただいていることを

ご了承ください。 

 

 

１．ダウンロードデータファイルについて 
 
ここで使用されているデータは、練習用に作製されたデータであり、ダウンロードがし易く、解析も試し

やすいように簡略化された内容となっています。実際のマイクロアレイ発現解析などのデータとは異なりま

すのでご注意ください。 

以下に各テーブルに含まれる項目（フィールド）の説明をします。 

 
ファイル Gene.xls： 遺伝子情報のファイル 

・ Gene_ID：  DNAマイクロアレイ上での遺伝子の ID 

・ Gene_name：  遺伝子名 

・ RefSeq_ID：  NCBI Reference Sequences (RefSeq)として登録されている遺伝子のアクセッ 

ション番号 

・ LocusLink_ID： NCBI LocusLinkのアクセッション番号 

 
ファイル Ratio.xls： マイクロアレイの発現比のデータ 

・ Gene_ID：  DNAマイクロアレイ上での遺伝子の ID 

・ LogRatio1：  コントロール試料と試料１の蛍光強度の Log比 

・ LogRatio2：  コントロール試料と試料 2の蛍光強度の Log比 

 
ファイル Primer.xls： リアルタイム RT-PCR用のプライマーリスト 

・ RefSeq_ID：  NCBI Reference Sequences (RefSeq)として登録されている遺伝子のアクセッ 

   ション番号 

・ primer_set_ID： タカラバイオが設計したリアルタイム RT-PCR用のプライマー（Perfect Real 

Timeサポートシステム）のプライマーセットの ID番号 

 

 



２．Microsoft Access新規データベースの作成 
 

Microsoft Accessを起動すると、初期画面が開き

ます。 

《新規》の《空のデータベース》をクリックし、適

当なファイル名をつけて（ここでは

TOYAMA.mdb）保存します。 

これで、空のデータベースが作成されます。以降

の作業はこのデータベース内で行います。 

保存が完了すると、テーブルを表示するデータベ

ースウィンドウが表示されます。 

 

 

３．Excelデータのインポート 
 

3つの Excelファイル Gene.xls、Ratio.xls、Primer.xlsのデータをテーブルとして取り込みます。 

まず、Gene.xlsのデータを取り込んでみましょう。 

データベースウィンドウ上でマウスの右ボ

タンをクリックし、《インポート》を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インポート画面が表示されるので、《ファ

イルの種類》でMicrosoft Excelを選択し

表示された Excelファイルより対象の

Gene.xlsをダブルクリックします。 

、

 

 

 

 

 

 



 ワークシートインポートウィザード画面が

立ち上がりますので、以降、画面の指示に従っ

て作業を進めます。 

まず、指定した Excelのファイル（ブック）

の中のシートを指定します。今回の場合はシー

トが一つしかありませんので、《次へ》ボタン

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 
《先頭行をフィールド名として使う》にチェ

ックをつけ、《次へ》ボタンをクリックします。

 

 

新規テーブルに保存する》を選択し、《次

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《

へ》ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本来、この画面でインデックスに関する情

報

次のフィールドに主キーを設定する》を選択

後にテーブルとして保存する為にテーブル

を指定するのですが、今回は作業を簡略化

するためデフォルトの設定のまま進めます。 

 

インデックスはデータベースの解析処理速度

に影響を与えますが、今回の作業ではほとん

ど問題になりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《

し、「Gene_ID」を選択します。 

 
データベース テーブルには、テーブル内

の

ールド）は

一

各行（レコード）を一意に識別する列（フ

ィールド）があります。行を識別するこのよ

うな列を、主キーと呼びます。 

主キーに設定された項目（フィ

意性を保証するために、重複する値や

Null （空白）値を入力できなくなります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
最

名をつけます。今回は「Gene」とします。 

《完了》をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



これで Gene.xlsのデータをインポートし、テー

様の手順で、Ratio.xlsのデータをテーブ

定し

rimer.xlsのデータをテーブル

設定

．選択クエリの作製

ブル[Gene]を作成することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
同

ル[Ratio]としてインポートします。 

この時、「Gene_ID」を主キーとして設

ます。 

また、P

[Primer]としてインポートします。 

この時、「RefSeq_ID」を主キーとして

します。 

 

 

 

 

 

４  

テーブルに格納されているデータに対して、どのように抽出するかを指定する（問い合わせる）のが「ク

エ

ここでは記事にあるように、テーブル[Ratio]の情報に、テーブル[Primer]とテーブル[Gene]の情報を合わせ

た

件にあったデータだけを抽出し、新しい表を作成します。 

 

リ」です。また、テーブル間の関係を定義し、共通項目で結合することで、複数のテーブルをあたかも大

きなテーブルであるかのように扱うことができます。 

 

、新しい表を作成していきます。 

 更に、そのテーブルから特定の条



４-１．テーブルの追加 
 
データベース ウィンドウで 《オブジェクト》の下の 《クエリ》 をクリックします。  

《デザインビューでクエリを作製する》をダブルクリックしてください。デザインビューと《テーブルの表

示》ダイアログボックスが表示されます。 

《テーブルの表示》ダイアログボックスは、クエリの基になるテーブルを選択する為の画面です。テーブ

ルの一覧が表示されています。 

 
 クエリで使用したいテーブルを選択し、《追

加》ボタンをクリックすると、クエリウインド

ウに選択したテーブルが表示されます。まず、

テーブル[Ratio]を選択し、《追加》ボタンをクリ

ックしてみましょう。 

テーブル[Ratio]がデザインビュー上に追加さ

れます。 

 

 

 

 

続いて残りの、テーブル[Gene]、テーブル

[Primer]も同様に追加します。 

《閉じる》で《テーブルの表示》ダイアログボ

ックスが閉じます。 

 

 

 

 

 



４-２．テーブルの関連付け（結合線について） 
 
各テーブルを共通する項目で関連付けます。例えば、テーブル[Ratio]とテーブル[Gene]を「Gene_ID」で

関連付ける（結合する）と[Ratio]テーブルの「LogRatio1」の値とテーブル[Ratio]の「Gene_name」を同時

に見ることができるようになります。 

 
関連付けは結合線で共通する項目を結ぶこと

で行います。 

今、主キーとなっている項目に対して、自動

的に結合線が引かれています。 

 

 
この結合線の状態では、各テーブルで結合に

使用した項目の値が共通する内容だけが表示

されます。 

 

 

 

 

 

Primer Gene Ratio 
例えば、線で結ばれた値が共通しているとすると、斜線

で表示されたデータだけが表示されることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Primer Ratio Gene 
今回求められているのは、Ratioの全てのデータとそれに

関連する、Geneと primerのデータを表示することです。 

 

 

 

 

 

 



結合線をダブルクリックすると、《結合プロパ

ティ》ダイアログボックスが表示されます。 

 
《2: Ratioの全レコードと Geneの同じ結合フ

ィールドのレコードだけを含める。》を選択し

ＯＫをクリックします。 

 
この操作により、Ratioの全データが表示され

るようになり、Geneは Gene_IDが Ratioと共

通に存在したデータだけが表示されるように

なります。 

 
結合線は、左から右への矢印に変わります。 

 

 

 

 
同様にテーブル[Gene]とテーブル

[Primer]の間の結合線のプロパティを変

更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これでテーブルの関連付け（結合線）は完了です。 

 

 

 

 
 結合線を右クリックすると削除するこ

とができます。 

また、記事の図５にあるようにドラッ

グで結合線を引くこともできます。 



４-３．フィールドの追加 
テーブルに表示する項目をフィールドとして追加します。 

 
表示したい項目を選択し、表示し

たい順（位置）にドラッグ&ドロ

ップし、フィールドに追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-４．クエリの実行と表示 
 
ビューボタンよりデー

タシートビューを選択す

ると、クエリが実行され、

データが表示されます。 

 
また、デザインビューを

選択すると、クエリ作成

画面に戻ることができま

す。 

 

 



４-５．クエリの保存 
 
保存ボタンを押し、クエリに名前

「ALL」をつけ保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
データシートビューを閉じ、データベースウィンドウの

クエリ画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．抽出条件設定 
 
発現比とプライマー情報の有無によるデータの抽出を行います。 

データの抽出は選択クエリを使って行います。 

 
まず、先ほど作製したクエリ[ALL]をデザインビュー画

面で開きます。 

[ALL]を選択し、デザインビューボタンをクリックして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



デザインビュー画面で抽出条件の欄に、条件を書きます。 

条件は項目ごとに設定できます。同じ行に書かれた条件は、AND(かつ)の意味を持ち、異なる行に書かれ

た条件は OR（または）の意味を持ちます。 

したがって、「LogRatio1」が２以上(>=2)でなおかつ「Primer_set_ID」が存在しない（空白、Null）であ

るデータまたは「LogRatio2」が２.5以上(>=2.5)でなおかつ「Primer_set_ID」が存在しない（空白、Null）

であるデータが抽出されて表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ちなみに、「Primer_set_ID」を“Not Is Null”とすると、「Primer_set_ID」が存在するデータが抽出されるこ

とになります。 

 
ビューボタンをクリックして、抽出結果を表示させてみましょう。 

確かに「LogRatio1」が２以上、

もしくは「LogRatio2」が２.5

以上になっており、

「primer_set_ID」がないことが

確認できます。 

 

 

 

 
名前（Select）を付けて保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウィンドウを閉じるとデータベースビ

ュー画面で作製した、[ALL]と[Sel

のアイコンが確認できます。 

ect]

クエリはテーブルと同じように扱う

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．まとめ 
 
以上、BIOVEIW 47号 基礎講座の記事の内容に沿って、マイクロアレイのデータに情報付加する手順を

ご説明いたしました。ここで行った程度の内容なら、記事中のサエ先輩と同様１０分もかからず仕上げるこ

とができます。 

マイクロアレイのデータに限らず、複数のデータを統合したり、複雑な条件でデータを抽出したりといっ

たことを行いたい場面は頻繁にあります。そのような時に、ここでご紹介した Accessを使った方法はお役に

立つことと思います。 
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